
勉強会のアンケートは、50名から
回答がありました。

御協力ありがとうございました。

in Hiroshima 2016.8



国立大学

48%

私立大学

24%

公立大学

22%

高等専門学校

6%



保健師

42%

（21名）

看護師

36%

(18名）

養護教諭

2%(1名）

検査技師

2%(1名）

その他

18%

(9名）

医師：2名
カウンセラー：3名
事務：2名
不明：2名



１年未満

12%(6名）

１年以上５年未満

26%(13名）

５年以上１０年未満

16%(8名）

１０年以上

46%(23名）



 開催時間・形式
＜意見＞
・２時間くらいがよい。講演７０分・グループ討議５０分はどうか。
・違う形式がよい。参加型の方が他の大学の状況が聞けて良い。

 講演内容
＜有意義な理由＞
・具体的な対応や体制づくりについて考える素材となった。
・障害支援についてハード面と臨床面の2つの方向からの講演で有意義だった。
・最新の話題で疑問も多く、今後の業務の参考になった。詳しい資料もあり今
後の学びになった。
・大学での支援体制がわかり、事例を通して具体的な対応を考えることができた。
・現場での対応が難しい症例もあり、直接現場に生かせると思う。
・医療の中でも貴重な内容だった。再生医療・EGMに興味があった。
・障害者差別解消法の改正があったので、タイムリーな講演内容で参考
になった。
・他校の取り組みについて聞くことができ、勉強になった。
・今年度から新たに導入された法に関連した支援の実例を示していただ
き参考になった。
・今、まさに悩んでいる内容、検討している課題でした。
・障害学生支援について、本学でもWGができ整備しています。広大の
すばらしい取り組みを参考にしたい。
＜どちらともいえない理由＞
・知っていることだった。

有意義であっ

た 47名

あまり有意義

でなかった

0名

どちらともい

えない 2名

無回答 1名

講演内容

ちょうどよい

43名

もう少し

長い方

がよい

6名

無回答

1名

開催時間



 質疑応答
＜有意義の理由＞

・保健室の役割、学生への責任の所在、相談の受け方等参考になった。

・もう少し長いとよい。・他大学のことを知ることができた。

・山口県立大学の方の質問に共感した。今後も悩みを共有し、対応法を考えたい。

・保健室の責任、ライン管理など上司に相談し判断を仰ぎます。悩みがすっきりする

アドバイスを有難うございました。・質問も多く、質疑の内容がわかりやすかった。

・保健室のあり方について、しっかり考えれた。・悩んでいたことのヒントになった。

・一番聞きたかったマンパワー不足などでの対処方法が聞けて良かった。

・吉原先生の専門職の有り方についてのコメントが心に残った。

＜どちらともいえない理由＞

・回答者の内容が聞き取りにくかった。

 調査
＜有意義の理由＞

・活用したい。 ・参考になった。 ・日常業務に則した内容だった。

・身近な業務について他校のことを知ることができた。

・参考にし、フォーマットの見直しに生かしていきたい。

・規模が異なるため、直接参考にできないが、理想的状況として今後の参考にしたい。

＜あまり有意義でなかった・どちらともいえない理由＞

・本学では、診察が行われていないため。医師の常駐する大学との体制の差が大き

すぎる。大学独自でよいのでは。

・何に使っていいかよくわからなかった。・解決には結びつかない。

有意義で

あった

42名

どちらとも

いえない

3名

無回答

5名

質疑応答

有意義で

あった

30名

あまり有意義

でなかった

5名

どちらともい

えない 11名

無回答 4名調査



 希望形式

講演＋グループ討議：５名
講演＋ 全体討議：２名

講演

（25名）

57％

グループ討議

（4名）9％

複合形式

（ 7名）16％

どれでもよい

（7名）16％

無回答

（ 1名）2％



 希望テーマ
＜メンタルヘルス＞

・発達障害学生支援。・人間関係づくり、メンタルの弱さ。

・発達障害学生の対応について（臨床心理士希望）

・学生支援と心理検査の有効性。

＜障害学生支援＞

・合理的配慮が始まって、1年経過して見えてきた課題。

・障害者支援の実践例の報告。

・法整備後の各大学の取り組み。

＜健康保健教育＞

・学生・教職員のアルコール・ニコチン依存症に対する取り組み。

＜応急処置＞

・骨折・捻挫・外傷等の応急処置。・外傷について。

・蜂や食事のアナフィラキシー時の対応。AED、エピペンの実技。

・けがをする学生が多く、最新の処置方法が知りたい。

＜性について＞

・LGBTなど。

＜その他＞

・運営について（経済）・産業衛生。・学校保健計画の立て方

・英語力アップ講座。 ・ストレスチェック後の対応。

メンタル

ヘルス

28%

（24名）

障害学生支援

17%(14名）

健康保健教育

15%(13名）

感染症

9%(8名）

応急処置

9%(8名）

性について

8%(8名）

フィジカル

ヘルス

5%(4名）

その他

5%(4名）

無回答

4%(3名）



 性同一性障害
 睡眠について（概日リズム障害、ロングショートスリーパー、ナルコレ
プシーなど最新治療法）

 スタッフ自身のストレス解消につながる内容
 ストレスチェックの実施状況
 国際交流、海外渡航で留意すべき感染症のトピックス
 感染症について（抗体価の考え方と学生指導の基準）
 外傷処置
 応急処置について学校でできること。
 大学でのアレルギー対応について
 高知大学におられる専門の先生のお話が聞きたい。
 健康教育について
 運動について
 白内障・緑内障



 この看護分科会の意義が現在あるのでしょうか。

 世代交代の中、勉強会のグループ討議が知り合う場の一つなの
で、時間を設けて欲しい。

 今の業務に大変参考になる内容でした。

 毎年、種々の調査をまとめて頂き、業務の参考になる。

 各講演の資料は、当日or事前配布を希望（研修報告に必要）

 テーブル席で記録がとりやすかった。２４日の発表者の声が聞
き取りにくい時があった。

 室内が寒い

 広大の皆さんの細やかな対応に感謝です。


